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改定履歴 

改定 
改定日 

（提出年月日）
改定内容 

改 0 H30.2.5 
・新規制定 

・「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を新規作成し，追加 

改 1 H30.2.7 
・「1.1 潮位観測記録の考え方について」及び「1.3 港湾内の局所的

な海面の励起について」を新規作成し，追加 

改 2 H30.2.8 ・改 0の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

改 3 H30.2.9 

・改 1 に，「1.6 ＳＡ用海水ピットの構造を踏まえた影響の有無の検

討」を新規作成し，追加（「1.1 潮位観測記録の考え方について」

及び「1.3 港湾内の局所的な海面の励起について」は，変更なし）

改 4 H30.2.13 

・改 3の内，「1.1 潮位観測記録の考え方について」及び「1.3 港湾

内の局所的な海面の励起について」を改定（「1.6 ＳＡ用海水ピッ

トの構造を踏まえた影響の有無の検討」は，変更なし） 

改 5 H30.2.13 

・「5.11 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選定について」

及び「5.17 強度計算における津波時及び重畳時の荷重作用状況に

ついて」を新規作成し，追加 

改 6 H30.2.15 
・「5.7 自然現象を考慮する浸水防護施設の選定について」及び「5.19 

津波荷重の算出における高潮の考慮について」を新規作成し，追加

改 7 H30.2.19 

・改 6に，「5.1 地震と津波の組合せで考慮する荷重について」を新

規作成し，追加（「5.7 自然現象を考慮する浸水防護施設の選定に

ついて」及び「5.19 津波荷重の算出における高潮の考慮について」

は，変更なし） 

改 8 H30.2.19 

・「5.9 浸水防護施設の評価に係る地盤物性値及び地質構造につい

て」及び「5.14 防潮堤止水ジョイント部材及び鋼製防護壁止水シー

ルについて」を新規作成し，追加 

改 9 H30.2.22 

・改 8 の「5.9 浸水防護施設の評価に係る地盤物性値及び地質構造

について」を改定（「5.14 防潮堤止水ジョイント部材及び鋼製防護

壁止水シールについて」は，変更なし） 

改 10 H30.2.23 ・改 2の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

改 11 H30.2.27 
・「4.1 設計に用いる遡上波の流速について」及び「5.4 津波波力の

選定に用いた規格・基準類の適用性について」を新規作成し，追加

改 12 H30.3.1 

・「1.2 遡上・浸水域の評価の考え方について」，「1.4 津波シミュレ

ーションにおける解析モデルについて」，「4.2 漂流物による影響

確認について」，「5.2 耐津波設計における現場確認プロセスにつ

いて」及び「5.6 浸水量評価について」を新規作成し，追加 

・改 4 の内，「1.6 ＳＡ用海水ピットの構造を踏まえた影響の有無の

検討」を改定 

改 13 H30.3.6 
・改 12 の内，「1.6 ＳＡ用海水ピットの構造を踏まえた影響の有無

の検討」を改定 

改 14 H30.3.6 

・改 5 の内，「5.11 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選定

について」を改定（「5.11 浸水防護施設の設計における評価対象断

面の選定について」のうち，「5.11.5 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮

壁」を新規作成） 

・改 9 の内，「5.14 防潮堤止水ジョイント部材及び鋼製防護壁止水シ

ールについて」を改定 



 

ii 

改定 
改定日 

（提出年月日）
改定内容 

改 15 H30.3.9 

・資料番号を「補足-60」→「補足-60-1」に変更（改定番号は継続）

・改 7の内，「5.7 自然現象を考慮する浸水防護施設の選定について」

を改定 

・改 10 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

改 16 H30.3.12 
・改 14 の内，「5.14 防潮堤止水ジョイント部材及び鋼製防護壁止水

シールについて」を改定 

改 17 H30.3.22 ・改 15 の内，「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

改 18 H30.3.30 

・「1.5 入力津波のパラメータスタディの考慮について」，「3.1 砂移

動による影響確認について」，「6.5.1 防潮扉の設計に関する補足

説明」及び「放水路ゲートに関する補足説明」を新規作成し追加 

・改 17 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

改 19 H30.4.3 ・改 18 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

改 20 H30.4.4 

・改 11 の内「4.1 設計に用いる遡上波の流速について」を改定 

・「5.10 浸水防護施設の強度計算における津波荷重，余震荷重及び漂

流物荷重の組合せについて」を新規作成し追加 

改 21 H30.4.6 

・改 11 の内「5.4 津波波力の選定に用いた規格・基準類の適用性に

ついて」を改定 

・改 16の内「5.14 防潮堤止水ジョイント部材及び鋼製防護壁シール

材について」を改定（「5.14 防潮堤止水ジョイント部材及び鋼製防

護壁シール材について」のうち「5.14.2 鋼製防護壁シール材につ

いて」を新規作成） 

改 22 H30.4.6 
・「6.9.2 逆止弁を構成する各部材の評価及び機能維持の確認方法に

ついて」を新規作成し追加 

改 23 H30.4.10 

・改 18 の「6.5.1 防潮扉の設計に関する補足説明」及び「6.6.1 放

水路ゲートに関する補足説明」を改訂 

・改 21 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

改 24 H30.4.11 

・改 5 の内，「5.11 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選定

について」を改定（「5.11 浸水防護施設の設計における評価対象断

面の選定について」のうち，「5.11.4 防潮堤（鉄筋コンクリート防

潮壁（放水路エリア））」を改定） 

・改 14 の内，「5.11 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選

定について」を改定（「5.11 浸水防護施設の設計における評価対象

断面の選定について」のうち，「5.11.5 鋼管杭鉄筋コンクリート防

潮壁」を改定） 

・改 20 の内，「4.1 設計に用いる遡上波の流速について」を改定 

・「5.15 東海発電所の取放水路の埋戻の施工管理要領について」を新

規作成し追加 

・「6.2.1 鉄筋コンクリート防潮壁の設計に関する補足説明」を新規

作成し追加 

・「6.3.1 鉄筋コンクリート防潮壁（放水路エリア）の設計に関する

補足説明」を新規作成し追加 

・「6.4.1 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の設計に関する補足説明」

を新規作成し追加 

・「6.8.1 貯留堰の設計に関する補足説明」を新規作成し追加 

改 25 H30.4.12 ・改 23 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

改 26 H30.4.13 
・改 12の内，「4.2 漂流物による影響確認について」及び「5.6 浸

水量評価について」を改定 

改 27 H30.4.18 ・改 25 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 



 

iii 

改定 
改定日 

（提出年月日）
改定内容 

改 28 H30.4.19 

・改 5 の内，「5.11 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選定

について」を改定（「5.11.7 防潮扉」を改定） 

・改 24 の内，「4.1 設計に用いる遡上波の流速について」を改定 

・改 21の内，「5.4 津波波力の選定に用いた規格・基準類の適用性に

ついて」 

・「5.13 スロッシングによる貯留堰貯水量に対する影響評価につい

て」を新規作成し，追加 

・「5.18 津波に対する止水性能を有する施設の評価について」を新規

作成し，追加 

・「6.5.1 防潮扉の設計に関する補足説明」（土木）を新規作成し，追

加 

・「6.8.2 貯留堰取付護岸に関する補足説明」を新規作成し，追加 

改 29 H30.4.19 
・改 18の内，「1.5 入力津波のパラメータスタディの考慮について」

を改定 

改 30 H30.4.27 
・H30.4.23 時点での最新版一式として，改 29（H30.4.19）までの最新

版をとりまとめ，一式版を作成 

改 31 H30.4.26 

・改 28 の内，「4.1 設計に用いる遡上波の流速について」を改定 

・改 28の内，「5.4 津波波力の選定に用いた規格・基準類の適用性に

ついて」 

・改 5 の内，「5.11 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選定

について」を改定（「5.11.2 防潮堤（鋼製防護壁）」，「5.11.3 防

潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁）」を改定） 

・「6.12 止水ジョイント部の相対変位量に関する補足説明」を新規作

成し，追加 

・「6.13 止水ジョイント部の漂流物対策に関する補足説明」を新規作

成し，追加 

改 32 H30.5.1 

・改 31 の内，「4.1 設計に用いる遡上波の流速について」を改定 

・「5.9 浸水防護施設の評価に係る地盤物性値及び地質構造につい

て」を削除し，5.9 以降の番号を繰り上げ 

・改 5 の内，「5.10 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選定

について」を改定（「5.10.8 構内排水路逆流防止設備」を改定） 

・改 21 の内，「5.13 防潮堤止水ジョイント部材及び鋼製防護壁シー

ル材について」を改定（「5.13.2 鋼製防護壁シール材について」を

改定） 

・「6.1.1.1 鋼製防護壁の耐震計算書に関する補足説明」を新規作成

し，追加 

・「6.7.1.1 構内排水路逆流防止設備の耐震計算書に関する補足説

明」を新規作成し，追加 

改 33 H30.5.7 

・改 5 の内，「5.16 強度計算における津波時及び重畳時の荷重作用状

況について」を改定 

・「6.2.1.2 鉄筋コンクリート防潮壁の強度計算書に関する補足説明

資料」を新規作成し，追加 

・「6.3.1.2 鉄筋コンクリート防潮壁（放水路エリア）の強度計算書

に関する補足説明」を新規作成し，追加 

・「6.4.1.2 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の強度計算書に関する補

足説明」を新規作成し，追加 

・「6.8.1.2 貯留堰の強度計算書に関する補足説明」を新規作成し，

追加 



 

iv 

改定 
改定日 

（提出年月日）
改定内容 

改 34 H30.5.7 

・改 27 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

・「6.7.1 構内排水路逆流防止設備の設計に関する補足説明」を新規

作成し，追加 

改 35 H30.5.14 
・改 34 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

 止水機構の実証試験の記載等について適正化 

改 36 H30.5.17 

・「5.19 許容応力度法における許容限界について」を新規追加 

・「6.1.1.2 鋼製防護壁の強度計算書に関する補足説明」を新規作成

し，追加 

・「6.5.1.2 防潮扉の強度計算書に関する補足説明」を新規作成し，

追加 

改 37 H30.5.17 

・改 4の内，「1.1 潮位観測記録の考え方について」及び「1.3 港湾

内の局所的な海面の励起について」を改定 

・改 18 の内，「3.1 砂移動による影響確認について」を改定 

・「6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び貫通部止水

処置の設計に関する補足説明」に名称を変更 

改 38 H30.5.18 

・改 24 の内，「5.10 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選

定について」を改定（「5.10.5 防潮堤（鋼管杭鉄筋コンクリート防

潮壁）」を改定） 

・改 31 の内，「5.10 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選

定について」を改定（「5.10.3 防潮堤（鉄筋コンクリート防潮壁）」

を改定） 

・改 31 の内，「6.12 止水ジョイント部の相対変位量に関する補足説

明」を改定 

改 39 H30.5.22 

・改 35 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

 止水機構の解析結果及び実証試験結果について記載を追記。 

・改 34「6.7.1 構内排水路逆流防止設備の設計に関する補足説明」

を改訂 

改 40 H30.5.25 

・「6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び貫通部止水

処置の設計に関する補足説明」を新規作成し，追加 

・改 22の「6.9.2 逆止弁を構成する各部材の評価及び機能維持の確

認方法について」を改定 

改 41 H30.5.29 
・改 40の「6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び貫

通部止水処置の設計に関する補足説明」を改定 

改 42 H30.5.31 

・改 5 の内，「5.10 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選定

について」を改定（「5.10.6 貯留堰及び貯留堰取付護岸」を改定）

・改 24 の内，「6.4.1.1 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の耐震計算

書に関する補足説明」を改定 

・改 24の内，「6.8.1.1 貯留堰の耐震計算書に関する補足説明」を改

定 

・改 28 の内，「5.12 スロッシングによる貯留堰貯水量に対する影響

評価について」を改定 

改 43 H30.6.1 
・改 41の「6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び貫

通部止水処置の設計に関する補足説明」を改定 



 

v 

改定 
改定日 

（提出年月日）
改定内容 

改 44 H30.6.5 

・改 24の「6.2.1.1 鉄筋コンクリート防潮壁の耐震計算書に関する

補足説明資料」を改定 

・改 28の「5.10 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選定に

ついて」を改定（「5.10.7 防潮扉」を改定） 

・改 32の「5.10 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選定に

ついて」を改定（「5.10.8 構内排水路逆流防止設備」を改定） 

改 45 H30.6.5 
・改 43の「6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び貫

通部止水処置の設計に関する補足説明」を改定 

改 46 H30.6.6 

・改 39 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

 審査会合時(H30.5.31)の記載に改訂及び実証試験後の評価方法を

記載。 

改 47 H30.6.8 

・改 24の「5.14 東海発電所の取放水路の埋戻の施工管理要領につい

て」を改定 

・改 32 の「5.13.2 鋼製防護壁シール材について」を改定 

・改 33の「5.16 強度計算における津波時及び重畳時の荷重作用状況

について」を改定 

改 48 H30.6.11 
・「4.3 漂流物荷重について」を新規作成し，追加 

・改 36 の「5.19 許容応力度法における許容限界について」を改定 

改 49 H30.6.12 
・改 45の「6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び貫

通部止水処置の設計に関する補足説明」を改定 

改 50 H30.6.12 

・改 46 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

・改 18の「6.5.1 防潮扉の設計に関する補足説明」及び「放水路ゲ

ートに関する補足説明」を改定 

改 51 H30.6.15 

・改 42の「6.4.1.1 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の耐震計算書に

関する補足説明」を改定 

・改 48 の「5.19 許容応力度法における許容限界について」を改定 

改 52 H30.6.19 

・改 49の「6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び貫

通部止水処置の設計に関する補足説明」を改定 

・「6.10.1 津波・構内監視カメラの設計に関する補足説明」に名称を

変更 

・「6.10.1 津波・構内監視カメラの設計に関する補足説明」，「6.10.3 

加振試験の条件について」及び「6.10.4 津波監視設備の設備構成及

び電源構成について」を新規作成し，追加 

改 53 H30.6.19 ・改 50 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

改 54 H30.6.20 
・「5.8 浸水防護に関する施設の機能設計・構造設計に係る許容限界

について」を新規作成し，追加 

改 55 H30.6.20 

・改 38 の「5.10 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選定に

ついて」を改定（「5.10.5 防潮堤（鋼管杭鉄筋コンクリート防潮

壁）」を改定） 

・改 44 の「5.10 浸水防護施設の設計における評価対象断面の選定に

ついて」を改定（「5.10.7 防潮扉」を改定） 

・改 51 の「5.19 許容応力度法における許容限界について」を改定 



 

vi 

改定 
改定日 

（提出年月日）
改定内容 

改 56 H30.6.21 

・改 42の「5.12 スロッシングによる貯留堰貯水量に対する影響評価

について」を改定 

・改 42 の「6.8.1.1 貯留堰の耐震計算書に関する補足説明」を改定

改 57 H30.6.25 

・改 55 の「5.19 許容応力度法における許容限界について」を改定 

・改 56の「5.12 スロッシングによる貯留堰貯水量に対する影響評価

について」を改定 

・「6.1.2 鋼製防護壁アンカーに関する補足説明」を新規作成し，追

加 

改 58 H30.6.26 

・改 52の「6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び貫

通部止水処置の設計に関する補足説明」，「6.10.3 加振試験の条件

について」及び「6.10.4 津波監視設備の設備構成及び電源構成につ

いて」を改定 

・「6.10.2 取水ピット水位計及び潮位計の設計に関する補足説明」を

新規作成し，追加 

改 59 H30.6.26 ・改 53 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定 

改 60 H30.6.27 

・「5.11 浸水防護施設の評価における衝突荷重，風荷重及び積雪荷重

について」及び「5.15 地殻変動後の基準津波襲来時における海水ポ

ンプの取水性への影響について」を新規作成し，追加 

・改 58 の「6.10.4 津波監視設備の設備構成及び電源構成について」

を登載（変更なし） 

改 61 H30.6.28 

・改 57 の「6.1.2 鋼製防護壁アンカーに関する補足説明」を改定 

・「6.11 耐震計算における材料物性値のばらつきの影響に関する補足

説明」を新規作成し，追加 

・「6.14 杭－地盤相互作用バネの設定について」を新規作成し，追加

改 62 H30.6.28 ・改 59 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定（抜粋版） 

改 63 H30.6.29 

・改 28 の「6.8.2 貯留堰取付護岸に関する補足説明」を改定 

・改 33の「6.4.1.2 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の強度計算書に

関する補足説明」を改定 

・改 56 の「6.8.1.1 貯留堰の耐震計算書に関する補足説明」を改定

改 64 H30.6.29 

・改 58の「6.10.2 取水ピット水位計及び潮位計の設計に関する補足

説明」を改定 

・「5.15 地殻変動後の津波襲来時における海水ポンプの取水性への影

響について」に名称を変更 

改 65 H30.7.3 
・改 58の内，「6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び

貫通部止水処置の設計に関する補足説明」を改定 

改 66 H30.7.4 
・改 28の内，「6.5.1.1 防潮扉の耐震計算書に関する補足説明」を改

定 

改 67 H30.7.4 

・「5.5 津波防護施設のアンカーボルトの設計について」を新規作成

し，追加 

・改 60 の「5.11 浸水防護施設の評価における衝突荷重，風荷重及び

積雪荷重について」，「5.15 地殻変動後の基準津波襲来時における

海水ポンプの取水性への影響について」及び「6.10.4 津波監視設備

の設備構成及び電源構成について」を改定 



 

vii 

改定 
改定日 

（提出年月日）
改定内容 

改 68 H30.7.5 
・改 56の「5.12 スロッシングによる貯留堰貯水量に対する影響評価

について」を改定 

改 69 H30.7.6 

・改 24の「6.3.1.1 鉄筋コンクリート防潮壁（放水路エリア）の耐

震計算書に関する補足説明」を改定 

・改 32の「6.7.1.1 構内排水路逆流防止設備の耐震計算書に関する

補足説明」を改定 

・改 32 の「6.1.1.1 鋼製防護壁の耐震計算書に関する補足説明」を

改定 

・改 33 の「6.8.1.2 貯留堰の強度計算書に関する補足説明」を改定

・改 33の「6.3.1.2 鉄筋コンクリート防潮壁（放水路エリア）の強

度計算書に関する補足説明」を改定 

・改 36 の「6.5.1.2 防潮扉の強度計算書に関する補足説明」を改定

・改 44の「6.2.1.1 鉄筋コンクリート防潮壁の耐震計算書に関する

補足説明資料」を改定 

・「6.7.1.2 構内排水路逆流防止設備の強度計算書に関する補足説

明」を新規作成し，追加 

改 70 H30.7.6 

・改 33の「6.2.1.2 鉄筋コンクリート防潮壁の強度計算書に関する

補足説明資料」を改定 

・改 36 の「6.1.1.2 鋼製防護壁の強度計算書に関する補足説明」を

改定 

改 71 H30.7.11 ・改 62 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定（抜粋版） 

改 72 H30.7.11 

・改 65の「6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び貫

通部止水処置の設計に関する補足説明」を改定 

・改 52 の「6.10.1 津波・構内監視カメラの設計に関する補足説明」

を改定 

改 73 H30.7.11 

・「3.2 海水ポンプの波力に対する強度評価について」を新規作成し，

追加 

・改 67 の内，「5.15 地殻変動後の基準津波襲来時における海水ポン

プの取水性への影響について」を改定 

改 74 H30.7.12 ・改 71 の「6.1.3 止水機構に関する補足説明」を改定（抜粋版） 

改 75 H30.7.17 

・改 72の「6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び貫

通部止水処置の設計に関する補足説明」を改定 

・「5.3 強度計算に用いた規格・基準について」及び「6.9.3 津波荷

重（突き上げ）の強度評価における鉛直方向荷重の考え方について」

を新規作成し，追加 

・改 64の「6.10.2 取水ピット水位計及び潮位計の設計に関する補足

説明」を改定 

・改 58 の「6.10.3 加振試験の条件について」を改定 

改 76 H30.7.18 

・改 67 の「6.10.4 津波監視設備の設備構成及び電源構成について」

を改定 

・「2.1 津波防護対象設備の選定及び配置について」を新規作成し，

追加 
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 6.1.1.1 鋼製防護壁の耐震計算書に関する補足説明[改 69 H30.7.6] 

 6.1.1.2 鋼製防護壁の強度計算書に関する補足説明[改 69 H30.7.6] 

6.1.2 鋼製防護壁アンカーに関する補足説明[改 61 H30.6.28] 

6.1.3 止水機構に関する補足説明[改 74 H30.7.12] 

6.2 鉄筋コンクリート防潮壁に関する補足説明 

6.2.1 鉄筋コンクリート防潮壁の設計に関する補足説明 

6.2.1.1 鉄筋コンクリート防潮壁の耐震計算書に関する補足説明資料[改 69 H30.7.6] 

6.2.1.2 鉄筋コンクリート防潮壁の強度計算書に関する補足説明資料[改 69 H30.7.6] 

6.2.2 フラップゲートに関する補足説明 

6.3 鉄筋コンクリート防潮壁（放水路エリア）に関する補足説明 

6.3.1 鉄筋コンクリート防潮壁（放水路エリア）の設計に関する補足説明 

6.3.1.1 鉄筋コンクリート防潮壁（放水路エリア）の耐震計算書に関する補足説明[改 69 

H30.7.6] 

6.3.1.2 鉄筋コンクリート防潮壁（放水路エリア）の強度計算書に関する補足説明[改 69 

H30.7.6] 

6.4 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁に関する補足説明 

6.4.1 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の設計に関する補足説明 

6.4.1.1 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の耐震計算書に関する補足説明[改 51 H30.6.15] 

6.4.1.2 鋼管杭鉄筋コンクリート防潮壁の強度計算書に関する補足説明[改 63 H30.6.29] 

6.5 防潮扉に関する補足説明 

6.5.1 防潮扉の設計に関する補足説明[改 50 H30.6.12] 

 6.5.1.1 防潮扉の耐震計算書に関する補足説明[改 66 H30.7.4]（土木） 

 6.5.1.2 防潮扉の強度計算書に関する補足説明[改 69 H30.7.6] 

6.6 放水路ゲートに関する補足説明 

6.6.1 放水路ゲートの設計に関する補足説明[改 50 H30.6.12] 

[  ]内は，当該箇所を提出

（最新）したときの改訂を示

す。 
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6.7 構内排水路逆流防止設備に関する補足説明 

6.7.1 構内排水路逆流防止設備の設計に関する補足説明[改 39 H30.5.22] 

 6.7.1.1 構内排水路逆流防止設備の耐震計算書に関する補足説明[改 69 H30.7.6] 

 6.7.1.2 構内排水路逆流防止設備の強度計算書に関する補足説明[改 69 H30.7.6] 

6.8 貯留堰に関する補足説明 

6.8.1 貯留堰の設計に関する補足説明 

6.8.1.1 貯留堰の耐震計算書に関する補足説明[改 63 H30.6.29] 

6.8.1.2 貯留堰の強度計算書に関する補足説明[改 69 H30.7.6] 

6.8.2 貯留堰取付護岸に関する補足説明[改 63 H30.6.29] 

6.9 浸水防護設備に関する補足説明 

6.9.1 浸水防止蓋，水密ハッチ，水密扉，逆止弁及び貫通部止水処置の設計に関する補足説明[改
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6.10 津波監視設備に関する補足説明 

6.10.1 津波・構内監視カメラの設計に関する補足説明[改 72 H30.7.11] 

6.10.2 取水ピット水位計及び潮位計の設計に関する補足説明[改 75 H30.7.17] 

6.10.3 加振試験の条件について[改 75 H30.7.17] 

6.10.4 津波監視設備の設備構成及び電源構成について[改 76 H30.7.18] 

6.11 耐震計算における材料物性値のばらつきの影響に関する補足説明[改 61 H30.6.28] 

6.12 止水ジョイント部の相対変位量に関する補足説明[改 38 H30.5.18] 

6.13 止水ジョイント部の漂流物対策に関する補足説明[改 31 H30.4.26] 

6.14 杭－地盤相互作用バネの設定について[改 61 H30.6.28] 

[  ]内は，当該箇所を提出

（最新）したときの改訂を示

す。 
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2. 津波防護対象設備 

2.1 津波防護対象設備の選定及び配置について 

(1) 基準津波に対する津波防護対象設備の選定 

 基準津波に対する設計基準対象施設及び重大事故等対処施設の津波防護対象設備の選定

の考え方及び対象となる範囲を以下に示す。 

ａ．設計基準対象施設の津波防護対象設備の選定 

 「設置許可基準規則 第５条（津波による損傷の防止）」において，「設計基準対象施設

は，基準津波に対して安全機能が損なわれるおそれがないものでなければならない」とな

っており，設計基準対象施設のうち，安全機能を有する設備を津波から防護することを要

求している。このため，津波から防護を検討する対象となる設備は，設計基準対象施設の

うち安全機能を有する設備（クラス１，クラス２及びクラス３設備）である。 

 また，「設置許可基準規則」の解釈別記３では，津波から防護する設備として，耐震Ｓ

クラスに属する設備（津波防護施設，浸水防止設備及び津波監視設備を除く。）が要求さ

れている。 

 以上から，津波から防護を検討する対象となる設備は，クラス１，クラス２及びクラス

３設備並びに耐震Ｓクラスに属する設備（津波防護施設，浸水防止設備及び津波監視設備

を除く。）とする。このうち，クラス３設備については，安全評価上その機能を期待する

設備は，津波に対してその機能を維持できる設計とし，その他の設備は損傷した場合を考

慮して，代替設備により必要な機能を確保する等の対応を行う設計とする。 

 これより，津波から防護する設備は，クラス１及びクラス２設備並びに耐震Ｓクラスに

属する設備（津波防護施設，浸水防止設備及び津波監視設備を除く。）とする。設計基準

対象施設の津波防護対象設備の選定フローを図 2.1.1-1 に示す。 

 また，設計基準対象施設の津波防護対象設備（非常用取水設備を除く。）を内包する建

屋及び区画として，海水ポンプ室，原子炉建屋，タービン建屋，使用済燃料乾式貯蔵建屋，

常設代替高圧電源装置置場（軽油貯蔵タンク，非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ，

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送ポンプ及び東側ＤＢ立坑を含む。以下同

じ。）常設代替高圧電源装置用カルバート（トンネル部，立坑部及びカルバート部を含む。

以下同じ。），排気筒及び非常用海水系配管を設定する。 

ｂ．重大事故等対処施設の津波防護対象設備の選定 

 「設置許可基準規則 第４０条（津波による損傷の防止）」においては，「重大事故対処

施設は，基準津波に対して重大事故等に対処するために必要な機能が損なわれるおそれ

がないものでなければならない。」ことを要求している。 

 「設置許可基準規則 第４３条（重大事故等対処設備）」における可搬型重大事故等対

処設備の接続口，保管場所及び機能保持に対する要求事項を満足するため，可搬型重大事

故等対処設備についても津波防護の対象とする。 

 これより，津波から防護する設備は，重大事故等対処施設（可搬型重大事故等対処設備

を含む。）とする。 

 また，重大事故等対処施設の津波防護対象設備（非常用取水設備を除く。）を内包する

建屋及び区画として，海水ポンプ室，原子炉建屋，常設代替高圧電源装置置場（軽油貯蔵

1
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タンク，非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

燃料移送ポンプ，常設代替高圧電源装置燃料移送ポンプ，西側淡水貯水設備，高所東側接

続口，高所西側接続口，西側ＳＡ立坑及び東側ＤＢ立坑を含む。以下同じ。），常設代替高

圧電源装置用カルバートトンネル部，立坑部及びカルバート部を含む。以下同じ。），排気

筒，非常用海水系配管，緊急時対策所建屋，可搬型重大事故等対処設備保管場所（西側），

可搬型重大事故等対処設備保管場所（南側），格納容器圧力逃がし装置格納槽，常設低圧

代替注水系格納槽（代替淡水貯槽，常設低圧代替注水系ポンプ室及び常設低圧代替注水系

配管カルバートを含む。以下同じ。），緊急用海水ポンプピット，原子炉建屋東側接続口及

び原子炉建屋西側接続口を設定する。 

(2) 敷地に遡上する津波に対する津波防護対象設備の選定 

ａ．重大事故等対処施設の津波防護対象設備の選定 

 「設置許可基準規則 第４３条（重大事故等対処設備）」第１項においては，「想定され

る重大事故等が発生した場合における温度，放射線，荷重その他の使用条件において，重

大事故等に対処するために必要な機能を有効に発揮できるものであること。」が要求され

ている。このため，「第４４条（緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設

備）」～「第６２条（通信連絡を行うために必要な設備）」に適合するための重大事故等対

処施設（可搬型重大事故等対処設備を含む。）について津波防護の対象とする。 

 また，「設置許可基準規則 第４３条（重大事故等対処設備）」における可搬型重大事故

等対処設備の接続口，保管場所及び機能保持に対する要求事項を満足するため，可搬型重

大事故等対処設備についても津波防護の対象とする。 

 ただし，次の(a)及び(b)に示す施設については，津波防護の対象外とする。 

(a) 大津波警報発表時にはあらかじめ原子炉停止操作をすることから，「第４４条（緊急

停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備）」のうち，ほう酸水の注入によ

る未臨界維持機能を有する設備については，津波防護の対象外とする。なお，ほう酸水

注入系のうち，重大事故等の進展抑制のためにほう酸水貯蔵タンクの保有水を注水す

る機能を有する設備については，津波防護の対象とする。 

(b) 非常用海水ポンプについては，敷地に遡上する津波の浸水により機能喪失すること

を前提としていることから，津波防護の対象としない。また，非常用海水ポンプの機能

喪失の影響を受ける施設のうち，高圧炉心スプレイ系及び非常用電源設備については，

重大事故等対処施設である高圧代替注水系及び常設高圧電源層によって代替可能なた

め，津波防護の対象外とする。 

 敷地に遡上する津波に対する防護対象設備（非常用取水設備を除く。）を内包する建屋

及び区画として，原子炉建屋，常設代替高圧電源装置置場，常設代替高圧電源装置用カル

バート，排気筒，緊急時対策所建屋，可搬型重大事故等対処設備保管場所（西側），可搬

型重大事故等対処設備保管場所（南側），格納容器圧力逃がし装置格納槽，常設低圧代替

注水系格納槽及び緊急用海水ポンプピットを設定する。 

(2) 津波防護対象設備の選定結果 

 「(1)  基準津波に対する津波防護対象設備の選定」及び「(2) 敷地に遡上する津波に

対する津波防護対象設備の選定」において選定した設計基準対象施設の津波防護対象設備，

2
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重大事故等対処施設の津波防護対象設備及び敷地に遡上する津波に対する防護対象設備（以

下これらをまとめて「津波防護対象設備」という。）並びに設計基準対象施設の津波防護対

象設備（非常用取水設備を除く。）を内包する建屋及び区画，重大事故等対処施設の津波防

護対象設備（非常用取水設備を除く。）を内包する建屋及び区画及び敷地に遡上する津波に

対する防護対象設備を内包する建屋及び区画（以下これらをまとめて「津波防護対象設備を

内包する建屋及び区画」という。）を以下に示す。 

 津波防護対象設備を内包する建屋及び区画を表 2.1.2-1，その配置を図 2.1.2-1 に示す。

また，具体的な津波防護対象設備のリストを表 2.1.2-2，その配置を図 2.1.2-2 に示す。 
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表 2.1-1 津波防護対象設備を内包する建屋及び区画の一覧 

津波防護対象設備 

基準津波 
敷地に遡上 

する津波 

設計基準 

対象施設 

重大事故等 

対処施設 

重大事故等 

対処設備 

海水ポンプ室 ○ ○  

原子炉建屋 ○ ○ ○ 

タービン建屋 ○   

使用済燃料乾式貯蔵建屋 ○   

常設代替高圧電源装置置場 ○ ○ ○ 

常設代替高圧電源装置用カルバート ○ ○ ○ 

排気筒 ○ ○ ○ 

非常用海水系配管 ○ ○  

緊急時対策所建屋  ○ ○ 

可搬型重大事故等対処設備保管場所（西側）  ○ ○ 

可搬型重大事故等対処設備保管場所（南側）  ○ ○ 

格納容器圧力逃がし装置格納槽  ○ ○ 

常設低圧代替注水系格納槽  ○ ○ 

緊急用海水ポンプピット  ○ ○ 

原子炉建屋東側接続口  ○ ○ 

原子炉建屋西側接続口  ○ ○ 
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図 2.1-1 津波防護対象設備を内包する建屋及び区画の配置 
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表
2
.
1
-2
 
主

な
津

波
防

護
対
象

設
備
リ

ス
ト

（
1
／

14
）
 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

１
．
原
子
炉
本
体
 

原
子
炉
圧
力
容
器
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

－
 

1
-1
 

○
 

○
 

○
 

２
．
核
燃
料
物
質
の
取
扱
施
設
及
び
貯
蔵
施
設
 

(1
)
燃
料
取
扱
設
備

燃
料
取
替
機
 

原
子
炉
建
屋
 

4
6.
0
m 

2
-1
 

○
 

原
子
炉
建
屋
ク
レ
ー
ン
 

原
子
炉
建
屋
 

5
4.
5
m 

2
-2
 

○
 

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン
 

使
用
済
燃
料
乾
式

貯
蔵
建
屋
 

1
7.
8
m 

2
-3
 

○
 

(2
)
新
燃
料
貯
蔵
設
備

新
燃
料
貯
蔵
設
備
（
新
燃
料
貯
蔵
庫
）
 

原
子
炉
建
屋
 

4
6.
0
m 

2
-4
 

○
 

新
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

4
6.
0
m 

2
-5
 

○
 

(3
)
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

2
-6
 

○
 

○
 

○
 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

2
-7
 

○
 

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
容
器
 

使
用
済
燃
料
乾
式

貯
蔵
建
屋
 

8
.3
m 

2
-8
 

○
 

(4
)
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系

代
替
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
建
屋
 

2
9m
 

2
-9
 

○
 

○

代
替
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
熱
交
換
器
 

原
子
炉
建
屋
 

2
9m
 

2
-1
0 

○
 

○

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
系
 

燃
料
プ
ー
ル
冷
却
浄
化
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
代
替
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
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表
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-
2 

主
な

津
波

防
護
対

象
設
備
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ス

ト
（

2／
1
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機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

３
．
原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
 

 
(1
) 
原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
設
備
 

 
原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

1
4.
0
m 

3
-1
 

○
 

 
 

 

 
原
子
炉
冷
却
材
再
循
環
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

 

 
(2
) 
原
子
炉
冷
却
材
の
循
環
設
備
 

 
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

2
6.
5
m 

3
-2
 

○
 

○
 

○
 

 

 
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
逃
が
し
弁
機
能
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

2
6.
4
m 

3
-3
 

○
 

 
 

 

 
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
自
動
減
圧
機
能
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

2
6.
4
m 

3
-4
 

○
 

○
 

○
 

 

 
原
子
炉
冷
却
材
の
循
環
設
備
 
主
要
弁
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

主
蒸
気
系
 

復
水
給
水
系
 

 
原
子
炉
冷
却
材
の
循
環
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

タ
ー
ビ
ン
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

主
蒸
気
系
 

復
水
給
水
系
 

 
(3
) 
残
留
熱
除
去
設
備
 

 
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

3
-5
 

○
 

○
 

○
 

 

 
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
建
屋
 

-
4.
0
m 

3
-6
 

○
 

○
 

○
 

 

 
残
留
熱
除
去
系
ス
ト
レ
ー
ナ
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

-
4.
0
m 

3
-7
 

○
 

○
 

○
 

 

 
残
留
熱
除
去
設
備
 
主
要
弁
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

 
残
留
熱
除
去
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

屋
外
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

残
留
熱
除
去
系
 

7
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機
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名
称
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所
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ロ
ア
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EL
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図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
設
備
 

重
大
事
故
等
 

対
処
設
備
 

重
大
事
故
等
 

対
処
設
備
 

 
(4
) 
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備
 

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
建
屋
 

-
4.
0
m 

3
-8
 

○
 

○
 

 
 

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ス
ト
レ
ー
ナ
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

-
4.
0
m 

3
-9
 

○
 

○
 

○
 

 

 
常
設
高
圧
代
替
注
水
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
建
屋
 

-
4.
0
m 

3
-1
0 

 
○
 

○
 

 

 
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
建
屋
 

-
4.
0
m 

3
-1
1 

○
 

○
 

○
 

 

 
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ス
ト
レ
ー
ナ
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

-
4.
9
m 

3
-1
2 

○
 

○
 

○
 

 

 
常
設
低
圧
代
替
注
水
系
ポ
ン
プ
 

常
設
低
圧
代
替
注

水
系
格
納
槽
 

－
 

3
-1
3 

 
○
 

○
 

 

 
可
搬
型
代
替
注
水
中
型
ポ
ン
プ
 

可
搬
型
重
大
事
故

等
対
処
設
備
置
場
 

－
 

3
-1
4 

 
○
 

○
 

 

 
可
搬
型
代
替
注
水
大
型
ポ
ン
プ
 

可
搬
型
重
大
事
故

等
対
処
設
備
置
場
 

－
 

3
-1
5 

 
○
 

○
 

 

 
代
替
循
環
冷
却
系
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
建
屋
 

-
4.
0
m 

3
-1
6 

 
○
 

○
 

 

 
代
替
淡
水
貯
槽
 

低
圧
代
替
注
水
系

格
納
槽
 

－
 

3
-1
7 

 
○
 

○
 

 

 
西
側
淡
水
貯
水
設
備
 

常
設
代
替
高
圧
電

源
装
置
置
場
 

－
 

3
-1
8 

 
○
 

○
 

 

 
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備
 
主
要
弁
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

（
低
圧
炉
心
注
水
系
）
 

 
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備
 
主
要
弁
 

原
子
炉
建
屋
 

低
圧
代
替
注
水
系

格
納
槽
 

－
 

－
 

 
○
 

○
 

常
設
高
圧
代
替
注
水
系
 

常
設
低
圧
代
替
注
水
系
 

代
替
循
環
冷
却
系
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2.1-9 

表
2
.
1-
2
 
主

な
津

波
防
護
対

象
設
備

リ
ス

ト
（

4／
1
4）

 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
設
備
 

重
大
事
故
等
 

対
処
設
備
 

重
大
事
故
等
 

対
処
設
備
 

 
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
 

（
低
圧
炉
心
注
水
系
）
 

 
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

 
○
 

○
 

常
設
高
圧
代
替
注
水
系
 

常
設
低
圧
代
替
注
水
系
 

代
替
循
環
冷
却
系
 

 
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備
 
主
配
管
 

屋
外
 

－
 

3
-1
9 

 
○
 

○
 

原
子
炉
建
屋
東
側
接
続
口
 

 
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備
 
主
配
管
 

屋
外
 

－
 

3
-2
0 

 
○
 

○
 

原
子
炉
建
屋
西
側
接
続
口
 

 
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備
 
主
配
管
 

常
設
代
替
高
圧
電

源
装
置
置
場
 

－
 

3
-2
1 

 
○
 

○
 

高
所
東
側
接
続
口
 

 
非
常
用
炉
心
冷
却
設
備
そ
の
他
原
子
炉
注
水
設
備
 
主
配
管
 

常
設
代
替
高
圧
電

源
装
置
置
場
 

－
 

3
-2
2 

 
○
 

○
 

高
所
西
側
接
続
口
 

 
(5
) 
原
子
炉
冷
却
材
補
給
設
備
 

 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ
（
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
含
む
）
 

原
子
炉
建
屋
 

-
4.
0
m 

3
-2
3 

○
 

○
 

○
 

 

 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ス
ト
レ
ー
ナ
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

-
4.
0
m 

3
-2
4 

○
 

○
 

○
 

 

 
原
子
炉
冷
却
材
補
給
設
備
 
主
要
弁
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

 
原
子
炉
冷
却
材
補
給
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
 

 
(6
) 
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
 

 
残
留
熱
除
去
系
海
水
系
ポ
ン
プ
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

0
.8
m 

3
-2
5 

○
 

○
 

 
 

 
残
留
熱
除
去
系
海
水
系
ス
ト
レ
ー
ナ
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

0
.8
m 

3
-2
6 

○
 

○
 

 
 

 
緊
急
用
海
水
ポ
ン
プ
 

緊
急
用
海
水
ポ
ン

プ
ピ
ッ
ト
 

－
 

3
-2
7 

 
○
 

○
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2.1-10 

表
2
.
1-
2
 
主

な
津

波
防
護
対

象
設
備

リ
ス

ト
（

5／
1
4）

 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
設
備
 

重
大
事
故
等
 

対
処
設
備
 

重
大
事
故
等
 

対
処
設
備
 

 
緊
急
用
海
水
系
ス
ト
レ
ー
ナ
 

緊
急
用
海
水
ポ
ン

プ
ピ
ッ
ト
 

－
 

3
-2
8 

 
○
 

○
 

 

 
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
 
主
要
弁
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

 
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
 
主
要
弁
 

緊
急
用
海
水
ポ
ン

プ
ピ
ッ
ト
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

 
○
 

○
 

緊
急
用
海
水
系
 

 
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

原
子
炉
補
機
冷
却
系
 

 
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
 
主
配
管
 

屋
外
 

海
水
ポ
ン
プ
室
 

－
 

－
 

○
 

○
 

 
残
留
熱
除
去
系
海
水
系
 

 
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

残
留
熱
除
去
系
海
水
系
 

 
原
子
炉
補
機
冷
却
設
備
 
主
配
管
 

緊
急
用
海
水
ポ
ン

プ
ピ
ッ
ト
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

 
○
 

○
 

緊
急
用
海
水
系
 

 
(7
) 
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
設
備
 

 
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
再
生
熱
交
換
器
 

原
子
炉
建
屋
 

2
9.
0
m 

3
-2
9 

○
 

 
 

 

 
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
非
再
生
熱
交
換
器
 

原
子
炉
建
屋
 

2
9.
0
m 

3
-3
0 

○
 

 
 

 

 
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
フ
ィ
ル
タ
脱
塩
器
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

3
-3
1 

○
 

 
 

 

 
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
循
環
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
建
屋
 

1
4.
0
m 

3
-3
2 

○
 

 
 

 

 
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
設
備
 
主
要
弁
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
 

 
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
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2.1-11 

表
2
.
1-
2
 
主

な
津

波
防
護
対

象
設
備

リ
ス

ト
（

6／
1
4）

 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
施
設
 

重
大
事
故
等

対
処
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

４
．
計
測
制
御
系
統
施
設
 

 
(1
) 
制
御
材
 

 
制
御
棒
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

 

 
(2
) 
制
御
材
駆
動
装
置
 

 
制
御
棒
駆
動
機
構
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

1
4.
0
m 

4
-1
 

○
 

○
 

○
 

 

 
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
 

原
子
炉
建
屋
 

2
0.
3
m 

4
-2
 

○
 

○
 

○
 

 

 
制
御
材
駆
動
装
置
 
主
要
弁
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
 

 
制
御
材
駆
動
装
置
 
主
配
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
 

 
(3
) 
ほ
う
酸
水
注
入
設
備
 

 
ほ
う
酸
水
注
入
ポ
ン
プ
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

4
-3
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ほ
う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

4
-4
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ほ
う
酸
水
注
入
設
備
 
主
要
弁
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

ほ
う
酸
水
注
水
系
 

 
ほ
う
酸
水
注
入
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

ほ
う
酸
水
注
水
系
 

 
(4
) 
計
測
装
置
 

 
起
動
領
域
計
装
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

 

 
平
均
出
力
領
域
計
装
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

 

 
水
平
方
向
地
震
加
速
度
検
出
器
 

鉛
直
方
向
地
震
加
速
度
検
出
器
 

原
子
炉
建
屋
 

-
4.
0
m 

1
4.
0
m 

4
-5
 

○
 

 
 

 

 
緊
急
時
炉
心
冷
却
系
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-6
 

○
 

○
 

○
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2.1-12 

表
2
.
1-
2
 
主

な
津

波
防
護
対

象
設
備

リ
ス

ト
（

7／
1
4）

 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

 
原
子
炉
制
御
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-7
 

○
 

○
 

○
 

 

 
移
動
式
炉
内
計
装
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-8
 

○
 

 
 

 

 
出
力
領
域
モ
ニ
タ
計
装
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-9
 

○
 

○
 

○
 

 

 
プ
ロ
セ
ス
計
装
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-1
0 

○
 

 
 

 

 
漏
え
い
検
出
系
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-1
1 

○
 

 
 

 

 
プ
ロ
セ
ス
放
射
線
モ
ニ
タ
、
起
動
時
領
域
モ
ニ
タ
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-1
2 

○
 

○
 

○
 

 

 
格
納
容
器
雰
囲
気
監
視
系
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-1
3 

○
 

○
 

○
 

 

 
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
温
度
記
録
計
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-1
4 

○
 

○
 

○
 

 

 
原
子
炉
保
護
系
ト
リ
ッ
プ
ユ
ニ
ッ
ト
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-1
5 

○
 

○
 

○
 

 

 
緊
急
時
炉
心
冷
却
系
ト
リ
ッ
プ
ユ
ニ
ッ
ト
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-1
6 

○
 

○
 

○
 

 

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ト
リ
ッ
プ
ユ
ニ
ッ
ト
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-1
7 

○
 

○
 

 
 

 
所
内
電
気
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-1
8 

○
 

 
 

 

 
窒
素
置
換
－
空
調
換
気
制
御
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-1
9 

○
 

 
 

 

 
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
、
非
常
用
ガ
ス
循
環
系
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-2
0 

○
 

○
 

○
 

 

 
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

1
8.
0
m 

4
-2
1 

○
 

 
 

 

 
原
子
炉
遠
隔
停
止
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.5
m 

4
-2
2 

○
 

○
 

○
 

 

 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

0
.7
m 

4
-2
3 

○
 

○
 

 
 

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

0
.7
m 

4
-2
4 

○
 

○
 

 
 

 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
タ
ー
ビ
ン
制
御
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

2
5.
0
m 

4
-2
5 

○
 

○
 

○
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2.1-13 

表
2
.
1-
2
 
主

な
津

波
防
護
対

象
設
備

リ
ス

ト
（

8／
1
4）

 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

 
ほ
う
酸
水
注
入
ポ
ン
プ
操
作
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

4
-2
6 

○
 

○
 

○
 

 

 
原
子
炉
保
護
系
M-
Gセ

ッ
ト
制
御
盤
 

原
子
炉
建
屋
 

8
.2
m 

4
-2
7 

○
 

 
 

 

 
原
子
炉
水
位
、
圧
力
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

2
0.
3
m 

4
-2
8 

○
 

○
 

○
 

 

 
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
ル
ー
プ
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

1
4.
0
m 

4
-2
9 

○
 

 
 

 

 
原
子
炉
再
循
環
系
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

1
4.
0
m 

4
-3
0 

○
 

 
 

 

 
主
蒸
気
流
量
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

1
4.
0
m 

4
-3
1 

○
 

 
 

 

 
残
留
熱
除
去
系
DI
V-
Ⅰ
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.0
m 

4
-3
2 

○
 

○
 

○
 

 

 
残
留
熱
除
去
系
DI
V-
Ⅱ
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.0
m 

4
-3
3 

○
 

○
 

○
 

 

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
DI
V-
Ⅲ
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.0
m 

4
-3
4 

○
 

○
 

 
 

 
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.0
m 

4
-3
5 

○
 

○
 

 
 

 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
DI
V-
Ⅰ
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.0
m 

4
-3
6 

○
 

○
 

○
 

 

 
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
DI
V-
Ⅱ
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.0
m 

4
-3
7 

○
 

○
 

○
 

 

 
非
常
用
ガ
ス
再
循
環
処
理
系
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

4
-3
8 

○
 

○
 

○
 

 

 
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

4
-3
9 

○
 

○
 

○
 

 

 
格
納
容
器
雰
囲
気
監
視
系
モ
ニ
タ
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

2
0.
3
m 

2
9.
0
m 

4
-4
0 

○
 

○
 

○
 

 

 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
・
機
関
計
装
ラ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.0
m 

4
-4
1 

○
 

○
 

 
 

 
高

圧
炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
・
機

関
計

装
ラ

ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.0
m 

4
-4
2 

○
 

○
 

 
 

 
ス
ク
ラ
ム
・
デ
ィ
ス
チ
ャ
ー
ジ
・
ボ
リ
ュ
ー
ム
水
位
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
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2.1-14 

表
2
.
1-
2
 
主

な
津

波
防
護
対

象
設
備

リ
ス

ト
（

9／
1
4）

 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

 
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
水
温
度
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

 

 
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

 
○
 

○
 

 

 
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
広
域
）
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

 
○
 

○
 

 

 
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
温
度
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

 

 
(5
) 
制
御
用
空
気
設
備
 

 
非
常
用
窒
素
供
給
系
高
圧
窒
素
ボ
ン
ベ
 

原
子
炉
建
屋
 

2
0.
3
m 

4
-4
3 

 
○
 

○
 

 

 
制
御
用
空
気
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

 
○
 

○
 

 

５
．
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
施
設
 

 
主
排
気
筒
 

屋
外
 

8
.0
m 

5
-1
 

○
 

○
 

○
 

 

 
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
排
気
筒
 

屋
外
 

8
.0
m 

5
-2
 

○
 

○
 

○
 

 

 
排
ガ
ス
活
性
炭
ベ
ッ
ド
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.3
m 

5
-3
 

○
 

 
 

 

 
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
 
主
要
弁
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

液
体
廃
棄
物
処
理
系
 

 
放
射
性
廃
棄
物
の
廃
棄
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

液
体
廃
棄
物
処
理
系
 

６
．
放
射
線
管
理
施
設
 

 
(1
) 
放
射
線
管
理
用
計
測
装
置
 

 
主
蒸
気
管
放
射
線
モ
ニ
タ
 

原
子
炉
建
屋
 

1
4.
0
m 

6
-1
 

○
 

 
 

 

 
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.0
m 

2
0.
3
m 

6
-2
 

○
 

○
 

○
 

 

 
原

子
炉
建

屋
換

気
系

燃
料

取
替

床
排

気
ダ

ク
ト
放

射
線

モ
ニ

タ
 

原
子
炉
建
屋
 

4
6.
5
m 

6
-3
 

○
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2.1-15 

表
2
.
1-
2
 
主

な
津

波
防
護
対

象
設
備

リ
ス

ト
（

1
0／

1
4）

 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
象
施
設
 

 
原
子
炉
建
屋
換
気
系
排
気
ダ
ク
ト
放
射
線
モ
ニ
タ
 

原
子
炉
建
屋
 

2
0.
3
m 

6
-4
 

○
 

 
 

 

 
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

原
子
炉
建
屋
 

4
6.
5
m 

6
-5
 

 
○
 

○
 

 

 
フ
ィ
ル
タ
装
置
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
 

原
子
炉
建
屋
 

8
.2
m 

6
-6
 

 
○
 

○
 

 

 
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
系
放
射
線
モ
ニ
タ
 

原
子
炉
建
屋

（
外
）
 

3
6m
 

6
-7
 

 
○
 

○
 

 

 
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
 

緊
急
時
対
策
所
 

－
 

6
-8
 

 
○
 

○
 

 

 
(2
) 
換
気
設
備
 

 
中
央
制
御
室
換
気
系
送
風
機
 

原
子
炉
建
屋
 

2
5.
0
m 

6
-9
 

○
 

 
 

 

 
中
央
制
御
室
換
気
系
排
風
機
 

原
子
炉
建
屋
 

2
5.
0
m 

6
-1
0 

○
 

 
 

 

 
中
央
制
御
室
換
気
系
フ
ィ
ル
タ
ユ
ニ
ッ
ト
 

原
子
炉
建
屋
 

2
5.
0
m 

6
-1
1 

○
 

○
 

○
 

 

 
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
排
風
機
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

6
-1
2 

○
 

○
 

○
 

 

 
非
常
用
ガ
ス
再
循
環
系
排
風
機
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

6
-1
3 

○
 

○
 

○
 

 

 
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
フ
ィ
ル
タ
ト
レ
イ
ン
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

6
-1
4 

○
 

○
 

○
 

 

 
非
常
用
ガ
ス
再
循
環
系
フ
ィ
ル
タ
ト
レ
イ
ン
 

原
子
炉
建
屋
 

3
8.
8
m 

6
-1
5 

○
 

○
 

○
 

 

 
換
気
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

非
常
用
ガ
ス
処
理
系
 

非
常
用
ガ
ス
再
循
環
系
 

 
(3
) 
生
体
遮
蔽
装
置
 

 
1次

遮
へ
い
壁
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

6
-1
6 

○
 

 
 

 

 
2次

遮
へ
い
壁
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

6
-1
7 

○
 

 
 

 

 
中
央
制
御
室
遮
蔽
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

6
-1
8 

○
 

○
 

○
 

 

 
中
央
制
御
室
待
避
室
遮
蔽
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

6
-1
9 

 
○
 

○
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2.1-16 

表
2
.
1-
2
 
主

な
津

波
防
護
対

象
設
備

リ
ス

ト
（

1
1／

1
4）

 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
象
施
設
 

 
緊
急
時
対
策
所
遮
蔽
 

緊
急
時
対
策
所
建

屋
 

－
 

6
-2
0 

 
○
 

○
 

 

７
．
原
子
炉
格
納
施
設
 

 
(1
) 
原
子
炉
格
納
容
器
 

 
原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

 

 
機
器
搬
入
用
ハ
ッ
チ
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

2
.0
m 

1
4.
0
m 

7
-1
 

○
 

○
 

○
 

 

 
所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

1
4.
0
m 

7
-2
 

○
 

○
 

○
 

 

 
配
管
貫
通
部
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

 

 
電
気
配
線
貫
通
部
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

 

 
(2
) 
原
子
炉
建
屋
 

 
原
子
炉
建
屋
（
原
子
炉
棟
）
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

 

 
機
器
搬
入
用
ハ
ッ
チ
 

原
子
炉
建
屋
 

8
.2
m 

7
-3
 

○
 

○
 

○
 

 

 
所
員
用
エ
ア
ロ
ッ
ク
 

原
子
炉
建
屋
 

8
.2
m 

7
-4
 

○
 

○
 

○
 

 

 
(3
) 
圧
力
低
減
設
備
そ
の
他
の
安
全
設
備
 

 
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
側
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

2
0.
0
m 

3
3.
0
m 

7
-5
 

○
 

○
 

○
 

 

 
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ヘ
ッ
ダ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

側
）
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

1
1.
5
m 

7
-6
 

○
 

○
 

○
 

 

 
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
フ
ロ
ア
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

1
4.
0
m 

7
-7
 

○
 

 
 

 

 
ベ
ン
ト
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

－
 

－
 

○
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2.1-17 

表
2
.
1-
2
 
主

な
津

波
防
護
対

象
設
備

リ
ス

ト
（

1
2／

1
4）

 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

重
大
事
故
等

対
処
施
設
 

 
真
空
破
壊
装
置
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

1
0.
3
m 

7
-8
 

○
 

 
 

 

 
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
フ
ィ
ル
タ
装
置
 

格
納
容
器
圧
力
逃

が
し
装
置
格
納
槽
 

－
 

7
-9
 

 
○
 

○
 

 

 
圧
力
低
減
設
備
そ
の
他
の
安
全
設
備
 
主
要
弁
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
）
 

 
圧
力
低
減
設
備
そ
の
他
の
安
全
設
備
 
主
要
弁
 

格
納
容
器
圧
力
逃

が
し
装
置
格
納
槽
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

 
○
 

○
 

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
 

 
圧
力
低
減
設
備
そ
の
他
の
安
全
設
備
 
主
配
管
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

○
 

○
 

（
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
系
）
 

 
圧
力
低
減
設
備
そ
の
他
の
安
全
設
備
 
主
配
管
 

格
納
容
器
圧
力
逃

が
し
装
置
格
納
槽
 

原
子
炉
格
納
容
器
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

 
○
 

○
 

格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
 

 
(4
) 
可
燃
ガ
ス
濃
度
制
御
系
 

 
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合
器
 

原
子
炉
建
屋
 

2
0.
3
m 

7
-1
0 

○
 

 
 

 

 
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
ブ
ロ
ア
 

原
子
炉
建
屋
 

2
0.
3
m 

7
-1
1 

○
 

 
 

 

 
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
加
熱
器
 

原
子
炉
建
屋
 

2
0.
3
m 

7
-1
2 

○
 

 
 

 

 
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
冷
却
器
 

原
子
炉
建
屋
 

2
0.
3
m 

7
-1
3 

○
 

 
 

 

 
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
 
主
要
弁
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

 
 

可
燃
性
ガ
ス
棒
度
制
御
系
 

不
活
性
ガ
ス
系
 

 
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
 
主
配
管
 

原
子
炉
建
屋
 

－
 

－
 

○
 

 
 

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
 

不
活
性
ガ
ス
系
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2.1-18 

表
2
.
1-
2
 
主

な
津

波
防
護
対

象
設
備

リ
ス

ト
（

1
3／

1
4）

 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

８
．
そ
の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附
属
施
設
 

 
(1
) 
非
常
用
電
源
設
備
 

 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
装
置
発
電
機
 

原
子
炉
建
屋
 

0
.7
m 

8
-1
 

○
 

○
 

 
 

 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
装
置
内
燃
機
関
 

原
子
炉
建
屋
 

0
.7
m 

8
-2
 

○
 

○
 

 
 

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
装
置
発
電
機
 

原
子
炉
建
屋
 

0
.7
m 

8
-3
 

○
 

○
 

 
 

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
装
置
内
燃
機
関
 

原
子
炉
建
屋
 

0
.7
m 

8
-4
 

○
 

○
 

 
 

 
軽
油
貯
蔵
タ
ン
ク
 

屋
外
 

1
1.
0
m 

8
-5
 

○
 

○
 

 
 

 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
海
水
ポ
ン
プ
 

屋
外
 

0
.8
m 

8
-6
 

○
 

○
 

 
 

 
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
海
水
ス
ト
レ
ー
ナ
 

屋
外
 

0
.8
m 

8
-7
 

○
 

○
 

 
 

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
海
水
ポ
ン
プ
 

屋
外
 

0
.8
m 

8
-8
 

○
 

○
 

 
 

 
高

圧
炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
用
海

水
用

ス
ト

レ
ー
ナ
 

屋
外
 

0
.8
m 

8
-9
 

○
 

○
 

 
 

 
常
設
代
替
高
圧
電
源
装
置
 

常
設
代
替
高
圧
電

源
装
置
置
場
 

－
 

8
-1
0 

 
○
 

○
 

 

 
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
開
閉
装
置
（
非
常
用
）
 

原
子
炉
建
屋
 

-
4.
0
m 

2
.0
m 

8
-1
1 

○
 

○
 

○
 

 

 
緊
急
用
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
開
閉
装
置
 

常
設
代
替
高
圧
電

源
装
置
置
場
 

－
 

8
-1
2 

 
○
 

○
 

 

 
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
メ
タ
ル
ク
ラ
ッ
ド
開
閉
装
置
 

原
子
炉
建
屋
 

2
.0
m 

8
-1
3 

○
 

○
 

○
 

 

 
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
（
非
常
用
）
 

原
子
炉
建
屋
 

-
4.
0
m 

2
.0
m 

8
-1
4 

○
 

○
 

○
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2.1-19 

表
2
.
1-
2
 
主

な
津

波
防
護
対

象
設
備

リ
ス

ト
（

1
4／

1
4）

 

機
器
名
称
 

設
置
場
所
 

設
置
フ
ロ
ア
 

（
EL
.）

 

図
示
 

番
号
 

基
準
津
波
 

敷
地
に
遡
上
 

す
る
津
波
 

備
考
 

設
計
基
準
 

対
象
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

重
大
事
故
等
 

対
処
施
設
 

 
緊
急
用
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
 

常
設
代
替
高
圧
電

源
装
置
置
場
 

－
 

8
-1
5 

 
○
 

○
 

 

 
直
流
12
5
V蓄

電
池
 

原
子
炉
建
屋
 

8
.2
m 

8
-1
6 

○
 

○
 

○
 

 

 
直
流
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
用
蓄
電
池
 

原
子
炉
建
屋
 

8
.2
m 

8
-1
7 

○
 

○
 

 
 

 
±
24
V中

性
子
モ
ニ
タ
用
蓄
電
池
 

原
子
炉
建
屋
 

8
.2
m 

8
-1
8 

○
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2.1-20 

 

（原子炉建屋 EL.-4.0m） 

図 2.1-2 主な津波部後対象設備の配置図（1／9） 
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2.1-21 

 

（原子炉建屋 EL.+2.0m） 

図 2.1-2 主な津波部後対象設備の配置図（2／9） 
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2.1-22 

 

（原子炉建屋 EL.+8.2m,EL.+10.3m） 

図 2.1-2 主な津波部後対象設備の配置図（3／9） 
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2.1-23 

 

（原子炉建屋 EL.+14.0m） 

図 2.1-2 主な津波部後対象設備の配置図（4／9） 
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2.1-24 

 

（原子炉建屋 EL.+18.0m,EL.+20.3m,EL.+23.0m） 

図 2.1-2 主な津波部後対象設備の配置図（5／9） 
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2.1-25 

 

（原子炉建屋 EL.+29.0m） 

図 2.1-2 主な津波部後対象設備の配置図（6／9） 
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2.1-26 

 

（原子炉建屋 EL.+38.8m） 

図 2.1-2 主な津波部後対象設備の配置図（7／9） 
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2.1-27 

（原子炉建屋 EL.+46.5m） 

図 2.1-2 主な津波部後対象設備の配置図（8／9） 
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2.1-28 

（屋外） 

図 2.1-2 主な津波部後対象設備の配置図（9／9） 
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6.10.4-1 

6.10.4 津波監視設備の設備構成及び電源構成について 

本資料は，津波監視設備の設備構成及び電源構成について説明するものである。 

6.10.4.1 津波監視設備の設備構成 

津波監視設備の映像及び，観測データは中央制御室及び緊急時対策所で監視可能な設計とす

る。津波監視設備の映像及び，観測データの伝送方法を表 6.10.4-1，津波・構内監視カメラの

概略構成図を図 6.10.4-2，取水ピット水位計，潮位計の概略構成図を図 6.10.4-3 に示す。 

表 6.10.4-1 津波監視設備の映像及び，観測データの伝送方法 

津波監視設備 設置場所 数量
伝送方法 

設置場所～中央制御室 中央制御室～緊急時対策所

津波・構内 

監視カメラ 

原子炉建屋屋上 3 

有線 有線及び無線 

防潮堤上部 4 

取水ピット 

水位計 
取水ピット上版部 2 

有線 有線及び無線※1 

潮位計 取水路内側壁 2 

※1：中央制御室～緊急時対策所の伝送は安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）で伝送する。
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6.10.4-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図 6.10.4-2 津波・構内監視カメラの概略構成図 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

※１:中央制御室～緊急時対策所の伝送は安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）を使用して伝送する。 

  また，通信方式については第三十五条 通信連絡設備 二項「工場等には，設計基準事故が発生した場合において発電用原子

炉施設外の通信連絡をする必要がある場所と通信連絡ができるよう，多様性を確保した専用回線を設けなければならない。」

に適合した，有線及び無線による通信方式で多様性を確保した専用回線の設計とする。 

   

図 6.10.4-3 取水ピット水位計，潮位計の概略構成図 

  

津波・構内監視カメラ用

無線通信装置

アンテナ

津波・構内監視カメラ用

無線通信装置 
アンテナ

津波・構内監視 
カメラ制御盤 

津波・構内 
監視カメラ 

原子炉建屋屋上 

（3台） 

T.P.＋64m 

防潮堤上部 

（4台） 

T.P.＋18m 

及び T.P.＋20m 

信号処理 
回路，記録

監視モニタ

中央制御室 

原子炉建屋付属棟

津波・構内監視 
カメラ制御盤 

信号処理 
回路 

緊急時対策所建屋 

監視モニタ

無線 

有線 

緊急時対策所 

：基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，機能を維持する範囲 

潮位監視 
制御盤 

取水路内側壁 
T.P. －5.0m 

信号処理，

指示，記録
データ伝送

装置※1 

中央制御室 

原子炉建屋付属棟

緊急時対策支援

システム 
伝送装置※1 

緊急時対策所建屋 

SPDS 
データ 

表示装置※1

無線※1 

有線※1 

緊急時対策所 

：基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，機能を維持する範囲 

潮位計(2 台) 

取水ピット水位計 
     (2 台) 

取水ピット上版 
T.P. ＋2.81m 

：安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）の範囲 

SPDS 無線通信用

アンテナ※1 
SPDS 無線通信用 
アンテナ※1 

：取水ピット水位計，潮位計（津波監視設備）の範囲 
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6.10.4-3 

 

6.10.4.2 津波監視設備の電源構成 

津波監視設備の電源は所内常設直流電源設備又は，非常用電源設備から受電することで交流動

力電源喪失時においても監視が継続可能な設計とする。津波監視設備の電源供給を表 6.10.4-

4，概略電源系統図を図 6.10.4-5，津波監視設備の電路配線ルートを図 6.10.4-6 に示す。 

 

表 6.10.4-4 津波監視設備の電源供給 

津波監視設備 設置場所 数量 電源 

津波・構内監視カメラ制御盤 

監視モニタ 

中央制御室 1 所内常設直流電源設備 

緊急時対策所 1 非常用電源設備 

津波・構内監視カメラ 

原子炉建屋屋上 3 

所内常設直流電源設備 

防潮堤上部 4 

潮位監視盤 中央制御室 1 

取水ピット水位計 取水ピット上版 2 

潮位計 取水路内側壁 2 
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6.10.4-4 

 

 

第 6.10.4-2 図 津波監視設備の概略電源系統図 

  

 
 

 
図 6.10.4-5 津波監視設備の概略電源系統図 
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